
平成３０年４月１６日（月）～平成３０年４月２２日（日）〔平成３０年第１６週〕の感染症発生状況 

第１６週で定点当たり患者報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)流行性角結膜炎でした。 

 感染性胃腸炎の定点当たり患者報告数は６．３５人と前週（５．２２人）から横ばいで、例年より低いレベルで推移しています。 

 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎の定点当たり患者報告数は３．８６人と前週（２．５４人）から増加し、例年並みのレベルで推移しています。 

 流行性角結膜炎の定点当たり患者報告数は１．５６人と前週（２．８９人）から減少し、例年並みのレベルで推移しています。 

【感染症発生動向調査事業から】 
   
     

  

 

 
    

   

  

 

  

  

    

   

  

 
      

        

      

  

今、何の病気が流行しているか！

発行 川崎市健康安全研究所・健康福祉局保健所・各区役所保健福祉センター 
（問い合わせ先） ０４４－２７６－８２５０ 

～海外で気をつけたい感染症！～ 

海外では環境の変化などから様々な感染症にかかる可能性があります。まも
なくゴールデンウィークが始まり、海外へ渡航される方も多くなりますが、滞
在期間中に病気にかからないためにも、感染症に対する正しい知識や予防方法
を身に付けましょう。 

第１６週報告数第２位

第１６週報告数第１位

≪注意すべき感染症≫ 

赤痢、腸チフス、コレラ、腸管

出血性大腸菌感染症、Ａ型肝

炎、Ｅ型肝炎など 

≪主な発生地域≫ 

世界各地（特に、水道設備が整

っていない地域） 

≪予防方法≫ 

・こまめに手を洗う。 

・生水、氷、生野菜は避ける。

・十分火の通った物を食べる。

・渡航前の予防接種 

（Ａ型肝炎など） 

食べ物や水を介して・・・ 人を介して・・・ 蚊や動物を介して・・・

≪注意すべき感染症≫ 

マラリア、デング熱、狂犬病、

鳥インフルエンザなど 

≪主な発生地域≫ 

蚊：熱帯・亜熱帯地域など 

動物：アジア、アフリカなど 

≪予防方法≫ 

・長袖、長ズボンを着用する。 

・ＤＥＥＴ、イカリジン成分 

を含む虫除け剤を使用する。 

・動物にはむやみに手を出さ 

ず、近寄らない。 

≪注意すべき感染症≫ 

麻しん、風しんなど 

≪主な発生地域≫ 

アジア、アフリカ、ヨーロッパ 

など 

≪予防方法≫ 

・ワクチン接種 

現在、沖縄県では台湾から
の輸入例を発端とした麻し
んの流行がみられていま
す。ゴールデンウィークに
旅行を計画されている方
は、事前に沖縄県のホーム
ページを御確認ください。 


